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音楽聴 取時 に次時刻 の音 に対 して生 じる音楽的期待 は， ヒ トの 自発 的な予測 に

起 因す る知 覚現象のひ とつ とされ る．現代社会 において最 も普及 している調性音

楽 と呼ばれ る楽 曲群 は， この現象 を積極的 に利用 してい るこ とが知 られ てお り，

音 楽知 覚研 究 にお ける重要 な トピ ック とされて きた． これ まで，和音進行 に対 し

て生 じる期待 が，先行 す る連鎖和音 の文脈 に含 まれ る調性 に影響 され る ことが示

唆 されて きた． しか し，従 来研 究で は音楽理論 と呼 ばれ る調性音楽 の作 曲作法 を

前提 とす る分析 が行われて きたた め，調性が明 に判定で きない連鎖和音 につい て

は詳 細 に議論 されて こなか った．また音楽理論 は経験則 の集積 に過 ぎない ため，

調性 と期待 の計 算論 的な 関係 が十分 に検証 され てい る とは言 えない 問題 があった．

本研 究では，心理 実験 のデ ー タに基 づいて 内的 な計算過程 をモデル化 し検証す る

ことで，音楽理論 に依存 しない分析 を実現 し，和 音進行 に対す る期 待が生 じるメ

カニズムにつ いて調べ た．まず ，和音進行 に対す る主観 的整 合性 を問 う心理実験

か ら，和音進行 に対す る期待 の持つ い くつかの性 質 を明 らか に した．続 いて得 ら

れた性質 に基づ いて計算過程 をモデル化 し，候補 のモデル 間で どの程度 実験デー

タを説 明できるかを比較 した．その結果 ，聴 取 した和音進行 か ら音 楽理論 上の調

に対応 す る隠れ変数 を動 的に推 定 し，推 定 した調 に基 づいて和音進行 の期待 を生

じるモデルが，参加者 の心理評価 を よ りよく説 明できた． この結果 は従 来の実験

心理学や神 経科学研究 で得 られ てきた知 見 と矛盾 な く，音 楽的期待 が脳 の機 能的

な特性 によって生 じている可能性 を支持す るものであった．
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（論文審査結果の要 旨）

音楽聴取時に次時刻の音 に対 して生 じる音楽的期待 は， ヒ トの 自発的な予測に

起因す るとされ，その特性が研究 されてきた． しか し従来研究は音楽理論 と呼

ばれる調性音楽の作 曲作法を前提 としているため，調性が判定できない連鎖和

音については議論 されてこなかった．本研究は心理実験のデータに基づいて内

的な計算過程をモデル化 し検証す ることで，音楽理論の枠組みに依存 しない分

析 を実現 したものである．

本研 究 ではまず，和音進行 に対す る主観 的整合性 を問 う心理実 験 を行 った．そ

してモデル として 隠れ変数 モデルや 高次 のマル コフモデル な どを候 補 とし， ど

のモデル が実験デー タを よ く説 明す るか を検討 した．そ の結果 ，聴 取 した和音

進行 か ら音 楽理論上 の調 に対応す る隠れ変数 を動 的に推 定 し，推 定 した調 に も

とつい て和 音進 行 の期待 を生 じるモデル が もっ ともよい ことを示 した ． この結

果 は従来 の実験心理学や神 経科学研 究の知見 ともコンシステ ン トで あ り，音 楽

的期 待が脳 の機 能的 な特性 に よって生 じている可能性 を示 した．

以上 をま とめ る と，本論文 は音楽 の研 究 に計算論 的な手法 を導入 した ものであ

り，従来 の音 楽理論 の枠組 みで は対応 で きない知見 を得 てお り，今 後の音楽研

究 に新 た な道 筋 を与 えた もの と考 え られ る． よって，博 士 （理学） の学位 に値

す るもの と認 め られ る．


